ポストモダニズム
21世紀のアメリカにおける伝道への挑戦
マタイの福音書 28:18-20
このレッスンは伝道についてですが、伝道という重要な務めを行う理由や方法を説明する、通常のものではありません。私の話は、21世紀における伝道への最大の挑戦、すなわち私たちの地域社会、州、国家、そして世界に福音を伝えることを中心とします。
結局のところ、それぞれの場所とそれぞれの会衆には独自の技能と資源があり、それぞれが自分たちの地域社会やアメリカで失われた人々に福音を届けるために、独自の取り組み方をしています。他の教会と同じように、私たちはさまざまな国で異なる種類の宣教活動を支援しています。しかし、誤解してはなりません。メイン州の宣教教会であれ、ダラス大都市圏のメガチャーチであれ、私たちは皆、同じような敵に直面しています。それは、現代における信仰への同じ障害、すなわちポストモダニズムと呼ばれる多面的で競合する信念体系です。
お分かりのように、わが国の人々の心と思いに対するキリスト教の主張に挑戦しているのは、sex and drugs and rock and rollではありません。もしそうであれば、それほど大きな挑戦ではないでしょう。そうではなく、わが国を席巻しているのは、sex、drugs、rock and rollについての考え方だけでなく、私たち自身や神についての考え方をも置き換えようとする、新しい思考様式です。21世紀にアメリカで伝道する際の真の課題は、大学のキャンパスと大半のメディアを通して、この国の人口のほぼ半数にとって主流の思考パターンとなったポストモダンのイデオロギーに、私たちはどのように答えるのかということです。
思想の歴史
ポストモダニズムとその思想について説明する前に、それ以前にどのような思想が存在し、どのように形成されたのかを見ておく必要があります。そのために、思想の歴史と、今日の私たちの思想がどのようにして現在の地点に至ったのかについて、5分ほどの概説を行います。簡潔に言えば、過去2:000年間における西洋文明の思想のパターンは、三つの主要な信念体系のカテゴリーにまとめることができます。
1. 倫理的有神論
この用語は、西洋世界の大部分の基礎となった真理と道徳に関する見解を表しています。倫理的有神論は、絶対的な真理が存在し、正しいことと間違ったことには、変わることなく、すべての人に適用される基準があると信じます。この世界観、この信念体系は、旧約聖書の預言者たちから、独立宣言の起草者たちに至るまでたどることができます。彼らは、「われわれは、これらの真理、すなわち、これらの絶対的な真理を自明のものと認める。すべての人は平等に造られ、創造主によって、譲り渡すことのできない一定の権利を与えられている。その中には生命、自由、そして幸福の追求が含まれる」と書きました。倫理的有神論は、絶対的な真理と絶対的な善が存在し、それらは神ご自身によって人間に啓示されると信じます。
次に発展させる思考体系：
2. 近代主義
近代主義は、ルネサンス期（1300年から1600年）に倫理的有神論を覆い隠し始めました。近代主義は、いくつもの収束する出来事と革命によって形作られました。例えば：
· ルネサンスは、芸術家や思想家たちが作品の中で神ではなく人間を高く評価したことにより、倫理的有神論から離れる変化を始めた。美術館に行って、昔の画家たち、巨匠たちの作品を見るなら、そこにあるのは神の絵画、あるいは聖書から取られて描かれたイメージであることが分かる。この強調点の変化によって、人間が万物の中心にいるという考えが生じた。
· 啓蒙時代（1600年代以降）には、著述家や哲学者たちがルネサンス運動の人文主義を発展させた。彼らは、もし人間が中心にいるのなら、何が真実で、何が善で、何が道徳的であるかを理解する際に、人間の考えが決定的な要因となるべきではないか、と推測し始めた。
· 産業革命（17世紀および18世紀）によって、技術は大きく進歩した。これは、人間が自給自足できるという啓蒙主義の理論に、ある種の信頼性を加えた。人間はもはや答えを求めて神に目を向ける必要がなくなった。なぜなら、人間はあらゆる種類の問題を自分で解決し、解決策と幸福を見いだすためには自分の内側だけを見ればよくなったからである。
· 進化論 - 倫理的有神論への最後の打撃は、チャールズ・ダーウィンが、人間の起源について神的な源を考慮に入れない代替理論を提示したときに訪れた。そして、人間の起源に関するダーウィンの理論が広まるとともに、モダニズムは西洋世界の基本的な信念体系として、公式に倫理的有神論に取って代わった。
モダニズムの特徴
したがって、信念体系としてのモダニズムには、次のような特徴がありました。人間が真理の裁定者であり、モダニズムは、人類のあらゆる問題を解決するために、合理的かつ経験的な科学に信頼を置きました。モダニストにとって、経験し測定することのできない真理は相対的なものでした。言い換えれば、あなたの真理の経験は私の真理の経験とは異なるかもしれませんが、それでもなお、どちらも真理なのです。
この世界観は20世紀半ばまで支配的でしたが、60年代に新しい思想形態がこの場所でさえも近代主義に取って代わり始めました。これを私たちはポストモダニズムと呼びます。ポストモダニズムは、おそらく近代主義よりも速く確立されました。なぜなら、20世紀にはコミュニケーションの方法が、それまでになく速くなったからです。
ポストモダニズムは複雑な思想体系であり、それを説明する最善の方法は、どのようにして生じたのかを検討するよりも、ポストモダニズムが何を信じているかを単に列挙することかもしれません。例えば、ポストモダニズムは、真理とは人の文化の産物であると考えます。例えば、アフリカ系アメリカ人の視点から見た真理があり、フランス人の視点から見た真理があり、スターリン時代のロシア人の視点から見た真理があります。真理とは、あなたの文化的な人生経験がそうであるということであり、それが真理なのです。
ポストモダニズムによれば、人間は単に進化と特定の文化および経験の産物にすぎず、人間には神的な霊的要素は存在しません。あなたは、あなた自身とあなたの先祖の経験の総体です。
この考え方のその他の特徴：人間は生態系の上位にいるのではなく、生態系の一部であり、環境を大切にすることは、実際には自分自身を大切にすることである。もう一つの考え：普遍的な真理はなく、絶対的な正しさや間違いもない。正しいことと間違っていることは、もっぱら自分の文化的経験と価値観に依存する。
そして、人類は進歩しているのではなく、むしろ救いを待っていると信じる倫理的有神論者や、科学と技術によって世界をより良くできると信じるモダニストとは異なり、ポストモダニストは、物事は良くなっておらず、その責任は過去の西洋文明の抑圧的な価値観にあると信じています。
ですから、この小さな思想史を要約するなら、これら三つの思想の流れは、近年の政治家たちに体現されていると言えるでしょう。例えば、
· George W Bush 彼は倫理的有神論者であり、道徳的明晰さを持っていました。ダラスにある彼の図書館に行くと、彼がどのように決断を下したかを扱う「Decision Points」に捧げられた部屋があります。
· Bill Clinton はモダニスト的思考を代表していました。「まあ、それは is が何であるかによる」と言ったのは彼ではありませんか。それがモダニスト的思考です。Al Gore は環境保護主義というポストモダンの言語を語りました。
· Barack Obama も、伝統的な西洋の価値観を拒み、グローバリズムを中心に構築された新しい世界秩序を支持した点で、ポストモダン的思考に従いました。それがポストモダン的思考です。
· Donald Trump は、倫理的有神論者を装ったプラグマティストであり、その点については自分で解き明かさなければなりません。
ポストモダンのジレンマ
私は、ポストモダニズムはキリスト教にとって最大の挑戦であると言いましたが、現時点では、キリスト教はポストモダニズムにとって最大の挑戦者ではありません。
ポストモダニズムの思想家たちは、今日、別の問題に取り組んでいます。それは、数年前にニューヨーク市で起きた9・11同時多発テロの結果として生じた問題です。異なる思考パターンを説明するためにこれほど多くの時間を費やしてきた理由の一部は、この知識が、今日、真剣に考えるポストモダニズムの思想家たちが直面している主要な問題を理解する助けになるからです。今日、その問題は次のように述べることができます。ポストモダンのアメリカは、絶対的な悪にどのように対処するのでしょうか。ある人々は、9・11同時多発テロがポストモダニズムの弔鐘を鳴らしたと言っています。なぜなら、その攻撃はあまりにも悪で、あまりにも大規模で、あまりにも堕落していたため、どのような条件の下でも、どのような思考体系によっても正当化できなかったからです。言い換えれば、この攻撃があまりにも間違っていることは、アメリカ人にとって、また西洋にとって、あまりにも明白でした。「あなたにとって間違っていることが、私にとって正しいこともあり得る」というポストモダン的な戯言に訴えても、この恐ろしい行為を何らかの仕方で正しいものにすることはできなかったのです。
それを試みた人もいました。過去にアメリカ合衆国が行ったことのために、攻撃されるに値したのだ、と言っている人々の記事を読んだのを覚えています。それは、起こった恐ろしい出来事を理解しようとするポストモダンのたわごとだったと思います。
しかし、ある文化では善いことでも別の文化では間違っていることがあり、私たちは互いの違いをただ受け入れなければならないという考えに訴えても、私たちは一日に5:000人が殺害されることをただ容認するというところまでは、到底たどり着けませんでした。何千人もの罪のない人々を冷酷に殺害することはあまりにも凶悪であり、ポストモダンの「寛容」という旗印の下では擁護できなかったからです。私の言っていることが分かりますか。
それが道徳的に絶対的に間違っていることによって、ポストモダニズムの基本的な前提は破壊され、それは、あの飛行機や人々の遺体とともに、ワールドトレードセンターの瓦礫のグラウンド・ゼロの山へと送られました。
それ以来、アメリカ合衆国は、9・11の攻撃者たちに正義を執行するという問題よりも大きな問題を抱えることになりました。つまり、これはアフガニスタンとイラクへの侵攻によって決着がつけられたのです。いいえ、それ以来の問題は、これから私たちは正しいことと間違ったことについてどのように考えるのか、将来、善と悪についてどのように考えていくのか、ということです。
空白を満たす
そして、この道徳的ジレンマの解決を追求する中で、アメリカは最終的に三つの道のいずれかに進むことができます。
1. 私たちは希望を失うことがあります
その国は集団的な高慢によって息が詰まり、明白なこと、すなわち絶対的な善と絶対的な悪が存在することを認めようとしませんでした。私たちは手をもみながら、事態のあまりの悲惨さに取りつかれ、東ヨーロッパの多くの人々のようにうつ状態に引きこもることもできます。悲観的、冷笑的、そしてニヒリスティックになり、ヨナのように身を丸めて死んでしまうこともできます。私たちはそうすることができるのです。
2. 私たちはそれと共に生きることを学ぶことができます
9・11の後、当時のブッシュ大統領が「さあ、ただ普通の生活に戻ろう。あいつらに、私たちを傷つけることはできなかったと示そう。買い物に行こう、旅行をしよう、家を直そう、外に出てお金を使おう。それが愛国的な行為だ」と言う声を、あなたはすぐに聞いたことでしょう。消費主義です。ただ新しい日常に適応し、すべてが大丈夫であるかのように装いましょう。分かりませんが、心理学者はこの解決策を否認と呼びます。
3. 私たちは霊的なリバイバルを経験することができます
ポストモダニズムの道徳的相対主義という概念が、腐敗しているのと同じくらい脆弱な欺瞞であることが明らかになった今、私たちはどのような道徳基準を用いるべきでしょうか。クリスチャンである私たちにとって、この答えは容易ですが、アメリカ社会全体にとってはそうではありません。この爆破事件から学ぶ主な教訓は、本質的で絶対的な悪が存在するということです。もしそうであるなら、本質的で絶対的な善もまた存在しなければなりません。ここでの問題がお分かりでしょう。
そして、ここが問題なのです。ここが難しいところです。ここまで、私と一緒に考えてください。絶対的な善と悪が存在するなら、必ずそれより上位の道徳的権威がなければなりません。一方なしには他方はあり得ません。そして、もしこれが真実なら、この真理は何らかの形で記されていなければなりません。そして、もしこれが真実なら、この規範は知ることができます。そして、もしそうなら、それは私たちに対して権威を持ちます。そして、もしこれが真実なら、私たちはこの規範に対して責任を負うことになります。そして、もしこれが真実なら、私たちはこの規範によって裁かれます。そして、もしこれが真実なら、私たちは皆この規範に違反しているため、罪に定められます。そして、もしこれが真実なら、私たちは助けを必要とします。そして、もしこれが真実なら、助け手と救い主を必要とします。そして、もしこれが真実なら、キリスト教は真実であり、正しいものでなければなりません。なぜなら、キリスト教は、律法によってではなく、憐れみによって人間の道徳的失敗を扱う世界で唯一の信仰だからです。そして、これは真実です。なぜなら、憐れみは律法を守ることよりも高い徳だからです。
そして、アメリカはジレンマに陥っています。なぜなら、ポストモダニズムの廃墟から抜け出す最も有望な道は霊的リバイバルであり、霊的リバイバルはあなたをまっすぐキリスト教へと導くからです。ポストモダンの人間にとって無関係なものとして拒絶され、貶められていたまさにそのものが、今や彼にとって最善の選択肢となったのです。
ですから、アメリカには道徳的危機があります。望むなら、すべての人にとっての緊急事態です。しかし、それは私たちの道徳の衰退を嘆く叫びではありません。それは、悪が実際に存在し、悪の対極である善、義、正義には認められることを要求する神的な源があるという、残酷な現実に向き合おうとする一国のカタルシス的な苦闘です。そして、この要求こそが、彼から与えられた最初の戒めの基礎なのです。
² 「わたしは、あなたをエジプトの奴隷生活から救い出した、あなたの神、主である。
³ わたしのほかに、どんなものも神として拝んではならない。
- 出エジプト記 20:2-3
私たちにとって本当の危険は、別の爆弾や毒物攻撃、あるいは戦争に負けることではありません。この国が直面している本当の危険は、アメリカが真の神、そして善の源に立ち返ることを拒み、人間の現実の中に来られた真の受肉者、すなわちイエス・キリストを認めることを拒んでいることです。それこそが大きな危険です。
二つの誤った選択
私たちの前にある本当の脅威は、どちらも偽りであり、それぞれ異なる手段によって滅びに至る二つの選択肢を提示されていることです。
Choice #1: 
愛国心を私たちの神としてしまう危険があります
それには真実味がありますか。ナショナリズムの祭壇で礼拝し、まことの神を私たちの政治に奉仕させるという誘惑です。国家の自己利益を追求する政策も、それが神の御前における、より高次の正義と憐れみの律法を損なわない限り、何も悪いことではありません。この選択の危険は、神への信仰なしに、また神への従順なしに、アメリカは偉大になれるという根深い信念にあります。
主が建てたものでなければ、家を建ててもむだです。
主に町を守っていただかないのなら、
見張りが立つ意味もありません。
- Psalm 127:1b
ドワイト・D・アイゼンハワー大統領は、1954年に議会に対して「忠誠の誓い」に「神の下に」という言葉を加えるよう促し、その結果、「神の下にある一つの国家」と読まれるようにしたとき、この国の偉大さと存続の基盤としての一致と信仰の正しい均衡を示しました。「一つの国家」の後に「神の下に」を置くように言ったのは、彼です。
アメリカを偉大にする唯一の方法は、再び神の下にある一つの国家とする方法を見いだすことです。そうでなければ、二番目の選択肢が現実となるでしょう。
選択肢 #2: 
政府を私たちの神にしてしまう危険があります
今日、これを推し進めている人々がいます。選択肢その1では、アメリカ人としての私たちの集団的アイデンティティが、私たちを救い、安全で繁栄した状態に保ってくれると信頼します。私たちはナンバーワン、最高で、最強で、最も裕福で、最も賢いのです。
ここでの罪は、私たちだけで十分だと考える厚かましさ、すなわち高慢です。政府を私たちの神とする選択肢その二によって、私たちは、世話をしてもらえるという保証と引き換えに、個人の自由と責任、そして社会的流動性を手放します。
この選択には多くの名称があります。集産主義、社会主義、共産主義などですが、結局のところ、それは自分の人生に対する本来の責任を神から政府へ移すことです。ここで明らかな問題は、神は決して私たちを失望させないのに対し、あなたにすべてを与えることのできる政府は、歴史が示してきたように、たいてい最後にはすべてを取り上げることになるということです。政府はあなたにすべてを与えることができる一方で、すべてを取り上げることもできる、と言われますが、通常はそのようになります。この特定の真理について、ロシア人に尋ね、中国人に尋ね、キューバ人に尋ね、さらに最近ではベネズエラ人に尋ねてみてください。
ここでの選択肢二の基本は、怠惰と、低い程度の貪欲さです。それは、人々の生活水準を均等にするために、他人の富を力ずくで取り上げることを是認するものであり、実際にはその生活水準はたいてい時間とともに低下していきます。
結局のところ、神の制度としての政府において富と自由を持つ唯一の人々は、その政府の中にいる人々です。さて、これらのことは一夜にして起こるものではありませんが、現在私たちの国で見ているのは、何らかの形でこの二つの選択肢を代表する派閥同士の、死闘です。
どの帝国も国家も永遠には続かないことを、あなたは知っています。しかし、その神が主であり、イエス・キリストを通して神を呼び求める人々がいる国家は、存続と繁栄を保証する神の助けと導きを受けることができます。
ですから、ここに、ほんの短い時間の中で、ポストモダンのアメリカに福音を伝える際に私たちが直面する真の課題についての簡潔な説明があります。さて、これらすべてに対する自然な反応は、「では、私たちは何ができるのか、クリスチャンとしてどのような行動を取ることができるのか」というものです。祈りや忍耐のように、どの時代、どのような状況においても私たちが続けて行う必要のあることは数多くあります。しかし、この時点で、キリストのためにこの世代に届くという課題を与えられた教会の一員として、私たちが焦点を当てるべきことがいくつかあると私は信じています。なぜなら、それは私たちにかかっているからです。私たちには、地域社会と国、そして世界から始めて、世界に福音を伝える責任があります。今日のこの時代において、これは私たちの責任です。百年前、その世代はポストモダニズムという問題に直面していませんでした。彼らには別の問題がありました。しかし、これは私たちの問題であり、私たちが直面している課題なのです。
では、私たちはどうすればよいのでしょうか。
まず、いくつかのことを確認し、私たちが正確には誰であるのかを認識しましょう。恐れと不安、そして道徳的混乱のこの時代に、私たちはこの世界における自分たちの役割を覚えておく必要があります。パウロは、主の教会は真理の柱また支えであると言っています（テモテへの手紙第一 3:15）。
教会は、神によってその真理を世界に提示するよう定められた、地上で唯一の組織です。その責任を与えられた他の組織はありません。教会が前面に出る必要がある時があるとすれば、それは今です。
ポストモダン思想家たちの弱さと誤りは明らかにされ、もう一つの答えとしてのイスラム教は、決して立ち直ることのできない打撃を受けました。真理を切望する人々の思いと心には大きな空白があり、教会はその空白を満たすために神によって設立されました。ですから、大胆になる時は今です。私たちの地域、町、州、そして国の人々に、キリストと救いについて知らせる時は今なのです。
もし教会が企業であったなら、私たちが提供したいものを求めている新しい顧客が世の中に大勢いるので、来年の広告およびマーケティング予算を3倍にするように私は言うでしょう。第二に、私たちが何のためにここにいるのかを覚えておくことに集中する必要があります。どの時代のキリストの教会においても、良い時にも悪い時にも、伝道は常に第一の務めです。
慰めや確信、死後の命への答えを突然求めている世界において、良い知らせは何よりも新鮮で励ましに満ちたメッセージとなります。さて、過去の過ちを繰り返して、良い知らせの代わりに何か別のものを置くことはやめましょう。私の言っていることがお分かりでしょう。つまり、私たちは人々に説教していたのですが、私たちが説いていたメッセージの核心は、「真の教会はただ一つしかない」ということでした。それは確かに真実ですが、人々が探し求めているものではありません。あるいは、公の礼拝におけるア・カペラの歌唱は聖書的なものだということです。それも確かに真実ですが、やはり人々が探し求めているものではありません。また、新約の教会では男性が霊的指導者であるということも、確かに聖書的に真実ですが、それも人々がまさに求めているものではありません。
これらのことは真実であり、聖書に基づいていますが、それ自体が福音なのではありません。私たちは人々にこれらのことを教えることができますが、その前に、彼らに良い知らせを宣べ伝えなければなりません。神が、イエス・キリストを信じ、悔い改めとバプテスマによって自分の信仰を表す罪人を赦し、永遠の命を与えてくださるという良い知らせです。それは素晴らしい知らせです。
彼らは自分たちが選んだものに夢中になっているため、今は耳を傾けないかもしれません。しかし、私が話してきた、神なしにアメリカを支配しようとする両方の体制が掲げる偽りの約束は、いずれ明らかになるでしょう。
たとえ、諸国民にそのようなものを授ける方によって栄光と富を奪われた、打ち砕かれた放蕩の民にしか聞かれないとしても、私たちは福音の声と光を保たなければなりません。もし私たちが豊かで繁栄しているなら、豊かで繁栄している国民に福音を宣べ伝え、もし私たちが敗北し、打ち砕かれ、捨てられているなら、打ち砕かれ、捨てられた国民に福音を宣べ伝えましょう。私たちの役割は決して変わりません。決して。
まさか、ああ、もし中国人、つまり共産主義の中国人が、何らかの方法で私たちの海軍を壊滅させ、軍のシステムをハッキングし、そして国を乗っ取ったとしたら、私たちはどうするでしょうか。私たちは福音を宣べ伝えるでしょう。これほど自由にはできないでしょう。30人か40人ほどの人々が、さらに10人か12人ほどの人々と、密かに自宅で集まり、聖餐を行い、聖書を読むことを決めなければならないでしょう。中国では実際に今そのようにしているのです。しかし、務めは同じであり、働きも同じです。ただ、少し危険になるだけです。
私たちはほかに何をすべきでしょうか。次の世代に届きましょう。私たちが時間と資源のかなりの部分を用いて、子どもたちや十代の若者たちに仕えていることをうれしく思います。将来の世代にキリストのために弁明できるよう、彼らを備える必要があります。
私の世代の人々は、こうした事柄についてほとんど考えを決めていますが、若い人たちはまだ物事を見極めている途中です。ここでは前方で式を行い、卒業生たちに聖書を贈ります。長くここにいる方ならご存じでしょうが、あの十代の若者たちは、かつては小さな子どもたちとして、このステージの上を走り回ったり、いろいろなことをしたりしていました。そして今、長老たちは彼らに聖書を贈り、祈りをささげ、送り出しています。彼らは大学や専門学校へ進んだり、仕事に就いたりして、世の中へ出て行きます。しかし、彼らが世の中へ出て行くとき、その世の中はキリスト教に友好的ではなく、信仰を持つ人々にも友好的ではないことを、あなたは理解していますか。私たちは、キリストを拒む人々にキリストのために弁明できるよう、彼らを備えさせる必要があります。
私たちの子どもたちや孫たちが聖書に精通し、自分たちの信仰を弁護できるように助けましょう。今日、多くの大学から知識を装って出てくる、神を認めないくだらないたわごとにひるまないようにするのです。悲しいことに、多くの場合、その反対勢力を率いているのは、彼らを教えている教授たちです。
これらすべては、どこから来たと思いますか。大学の90パーセントでは、ポストモダン思想が最高位を占めています。私を信じないなら、新聞を見てください。そして、それが原因で何が起こっているかを見てください。ですから、私たちは子どもたちを備えさせましょう。つまり、教会や聖書のクラスで、彼らが十分な情報を偶然身につけ、大学で自分の教授や仲間たちから挑戦を受けたときに、自分の信仰に堅く立てるようになることを、ただ期待するのではありません。大学で、ある若いクリスチャンの男性が、気に入り、関心を持った女の子に出会い、デートか何かに誘うとき――今でもそのようなことをするのかどうか分かりませんが――「まあ、とにかく一緒にコーヒーでも飲みに行って、お互いに話をして知り合いましょう」と言うとき、その素敵な若い女性は、彼がクリスチャンで、実際に教会に通っていると知ると、彼への関心が下がり始めます。「ああ、あなたはクリスチャンなの。すばらしい。どこの教会に通っているの」と言う代わりに、「えっ、あなた、クリスチャンなの。本当に？ 今でもそんなことをする人がいるの」と言うのです。私たちの中で、彼らと同じ年代の男性の何人かは、そのような拒絶を受けるのがどのような感じか、どれほど傷つくかを覚えていないかもしれません。また、若い女性たちは、仲間に溶け込み、グループの一員となり、受け入れられるために、自分たちの価値観を妥協するよう圧力を受けています。
クリスチャンとして、彼らの防御がどのようなものかをよく知っているなら、私が関わりたいと思うようなものではありません。そして彼らは戻ってきて、「もう、そんなのは本当に幼稚なことだ。成長しなさい」と言うのです。あなたの娘や孫娘は、そのような拒絶や屈辱に立ち向かう備えができていますか。なぜなら、私はあなたに伝えますが、それは現実に存在し、待ち受けているからです。
彼らをできる限り最善の状態に備えさせましょう。家庭での学び、話し合い、可能であればキリスト教の学校や大学――多くの家庭にとっては不可能ですが、可能であれば――、安定した教会出席、そして意義ある関わりを通して、時がたつにつれてキリスト教信仰にますます敵対的になる、主として不信者の社会において、彼らがクリスチャンとして首尾よく歩むことができるようにするのです。
ほんのしばらくの間だけ覚えておきなさい。主は、私たち一人ひとりのために備えてくださった場所へ私たちを連れて行くために来られます。その時まで、忠実であり続け、主の働きに励み続けましょう。自分たちを光だと考えている人々がいるこの暗闇の世界で、光となりましょう。イエスが言われたように、「あなたの内にある光が暗闇であるなら、その暗闇はどれほど大きいことでしょう」。そして私はあなたに言います。今日、私たちの社会に存在する暗闇は、なんと大きいことでしょう。ですから、あの大きな暗闇の中で光となることを恐れないでください。
これは、私たちがこの時代、この世代において与えられた状況であり、私たちが直面しなければならないことです。それでも、忠実でありましょう。いずれにしても、私たち全員が忠実であり続け、働きそのものに励むよう勧めます。歩みを始める必要がある方、または歩みを続ける必要がある方、この世の無関心や不信仰に応答するための助けが必要な方、あるいは自分には十分な備えがないと感じている方も、心配する必要はありません。私たちには長老がおり、奉仕者がいます。私たちは、この暗い世界で教会が忠実で実りある生活を送るために、教会を整えるよう努めています。いずれにしても、今この時、私たちが祈りや励ましをもってあなたを支え、仕えることを必要としているなら、今、前に出てくださるよう勧めます。ヨハネが励ましの歌を導きます。
